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はじめに


このドキュメントでは、ORAchkヘルス・チェック・プラグインを使用して、Oracle Exadata Database Machine、Exalogic Elastic Cloud、クラスタ・データベース、シングル・インスタンスなどのEnterprise ManagerターゲットでORAchk/Exachk機能を活用する方法について説明します。ORAchkにより、既知の構成の問題およびベスト・プラクティスに関して、システム管理者が行うエンジニアド・システムおよび非エンジニアド・システムの評価を自動化する機能が提供されます。


対象読者

このドキュメントは、エンジニアド・システム製品のモニタリングをタスクとする、システム管理者およびデータベース管理者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、My Oracle Support(https://support.oracle.com)で使用可能な次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Exadataベスト・プラクティス(ドキュメントID 757552.1):


https://support.oracle.com/rs?type=doc&id=757552.1


	
Oracle Database Machineモニタリング・ベスト・プラクティス(ドキュメントID 1110675.1):


https://support.oracle.com/rs?type=doc&id=1110675.1


	
ORAchk/EXAchkマスター・リファレンス(ドキュメントID 1969085.1):


https://support.oracle.com/rs?type=doc&id=1969085.1








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。









変更点

この表では、『Oracle® Enterprise Manager ORAcheck Healthchecks Plug-inユーザーズ・ガイド』の最新版における、ドキュメントの変更点の概要を示しています。


	部品番号	変更サマリー
	E70364-01	Enterprise Manager Cloud Control 13cのために更新されました。
















1 ORAchkヘルス・チェック・プラグインの概要および要件


この章では、ORAchkプラグインの概要を説明し、構成の前に必要な前提条件をまとめます。

	
ORAchkヘルス・チェック・プラグインの概要


	
サポートされているハードウェアおよびソフトウェアのバージョン


	
ORAchkプラグインの前提条件


	
ORAchkプラグインのダウンロード


	
プラグインのデプロイ


	
プラグインのアップグレード


	
プラグインのアンデプロイ






1.1 ORAchkヘルス・チェック・プラグインの概要

ORAchkプラグインにより、ORAchk/ExachkがOracle Enterprise Managerに統合されます。ORAchkプラグインをOracle Enterprise Manager Cloud Controlにインストールおよび統合すると、次のような利点がもたらされます。

	
個別のホスト上でのコマンドラインにかわる、Enterprise ManagerコンソールからのORAchk/Exachkのインストールおよび設定。


	
ターゲット・レベルのコンプライアンス結果としてのORAchk結果の表示。


	
ORAchk結果に対する傾向分析、スコアリングおよびその他のコンプライアンス標準フレームワークの機能。


	
ORAchk/Exachkデーモンが停止した場合の通知の受信。









1.2 サポートされているハードウェアおよびソフトウェアのバージョン

ORAchkプラグインでは、様々なOracleのハードウェアおよびソフトウェア製品がサポートされています。


1.2.1 サポートされているハードウェアのバージョン

ORAchkプラグインでは、Exadata Database Machine、Exalogic Elastic Cloudのすべてのバリアントを含むエンジニアド・システム・ハードウェアがサポートされます。また、ORAchkプラグインでは、クラスタ・データベース、シングル・インスタンスなどの非エンジニアド・システムのハードウェアもサポートされます。

サポートされているハードウェアのタイプには次のものがあります。

	
Exadata (物理的構成のみ)


	
リカバリ・アプライアンス


	
Exalogic (仮想化構成)


	
Exalogic (物理的構成)




現在サポートされていないハードウェアのタイプには次のものがあります。

	
Exadata (仮想構成)


	
Oracle SuperCluster


	
Oracle Private Cloud Machine








1.2.2 サポートされているソフトウェアのバージョン

ORAchkヘルス・チェック・プラグインでは、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 13c リリース13.1.0.1以上がサポートされています。








1.3 ORAchkプラグインの前提条件

プラグインをデプロイする前に、次の前提条件を満たす必要があります。

	
「サポートされているハードウェアおよびソフトウェアのバージョン」の説明に従い、エンジニアド・システムのハードウェアおよびソフトウェアがサポートされているレベルであるかを確認します。


	
エンジニアド・システムのすべてのプラグインをデプロイする必要があります。


	
インフィニバンド・スイッチおよびストレージ・セルは、それぞれのエンジニアド・システムでEnterprise Managerの管理対象ターゲットである必要があります。


	
パッケージがホストにインストールされている必要があります。









1.4 ORAchkプラグインのダウンロード

プラグインをオンライン・モードまたはオフライン・モードでダウンロードできます。オンライン・モードとは、インターネット接続があり、My Oracle SupportからEnterprise Managerを通してプラグインを直接ダウンロードできる環境のことです。オフライン・モードとは、インターネット接続がない、またはMy Oracle Supportからプラグインを入手できない環境のことです。

いずれかのモードでのプラグインのダウンロードの詳細は、次の『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のプラグインの管理に関する章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm#CJGBEAHJ






1.5 プラグインのデプロイ

Enterprise Manager Cloud Controlコンソールを使用して、またはEM Command Line Interface (EMCLI)を使用して、プラグインをOracle Management Serviceインスタンスにデプロイできます。コンソールでは一度に1つのプラグインをデプロイできますが、コマンドライン・インタフェース・モードでは一度に複数のプラグインをデプロイでき、デプロイメント時間と、該当する場合は停止時間が短くなります。

プラグインのデプロイの手順については、次の『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のプラグインの管理に関する章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm#CJGCDHFG






1.6 プラグインのアップグレード

自己更新機能は、新規または更新機能が使用可能になるたびに、Enterprise Managerコンポーネントを更新してEnterprise Managerの機能を拡張できます。更新プラグインはEnterprise Managerストアから使用でき、この外部サイトは、ダウンロード可能な更新についての情報を得るためにEnterprise Manager Cloud Controlによって定期的にチェックされます。プラグインを更新する手順は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』のCloud Controlの更新に関する章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/self_update.htm






1.7 プラグインのアンデプロイ

プラグインをアンデプロイする手順は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグインの管理」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm#CJGEFADI












2 ヘルス・チェック・ツールの管理


この章では、ORAchkプラグインによるエンジニアド・システム/非エンジニアド・システムのアセットのモニタリングをプロビジョニングする方法および停止する方法について説明します。




	
警告:

ORAchkコンプライアンス標準の関連付けは、ターゲットに対して直接行うのではなく、この後に説明する手順に従って行う必要があります。そうしないと、不正確な結果になったり、結果が得られません。









内容は次のとおりです。

	
ORAchkのプロビジョニング


	
ORAchkバージョンの更新


	
ORAchkバージョンのロールバック






2.1 ORAchkのプロビジョニング

プラグインをデプロイしたら、次の手順に従ってORAchk/Exachkをプロビジョニングして、エンジニアド・システム/クラスタまたはシングル・インスタンスのデータベースが実行されているホストのアセットをモニタリングします。

	
ORAchkをプロビジョニングする前に、エンジニアド・システム/非エンジニアド・システムのすべてのメンバー・ターゲットを検出して、昇格させる必要があります。


	
「エンタープライズ」メニューから「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「プロシージャ・ライブラリ」を選択します。

「プロビジョニング」ページには、デプロイメント・プロシージャ・マネージャが表示されます。




	
ヒント:

プロシージャ・ライブラリには、Oracle製品の効果的なモニタリングおよび管理のベスト・プラクティスを規定できるツールであるプロシージャが含まれています。








	
図2-1に示すように、「プロビジョニング」ページで「ORAchk/Exachkのプロビジョニング」プロシージャを選択して、「起動」をクリックします。


図2-1 ORAchkのプロビジョニング・プロシージャの起動

[image: 図2-1については周囲のテキストで説明しています。]



	
「起動」をクリックすると、図2-2で示すように、「ターゲットと頻度」でORAchk/Exachkのプロビジョニング・ウィザードが開始されます。このページで、選択したターゲットのORAchk/Exachkを設定する必要があります。


図2-2 ORAchk/Exachkプロビジョニング用のターゲット選択

[image: 図2-2については周囲のテキストで説明しています。]



次の情報を入力します。

	
「システム・タイプ」を選択します。ORAchk/Exachkでサポートされているシステムのターゲット・タイプのリストが表示されます。

図2-3に示すように、ドロップダウン・メニューをクリックして適切なシステムを選択します。


図2-3 ORAchk/Exachkプロビジョニング用のシステム・タイプの選択

[image: 図2-3については周囲のテキストで説明しています。]



ターゲット・タイプの選択に基づいて、さらに入力が必要になります。たとえば、Oracle Exadata Database Machineを選択する場合は、クラスタごとに1つのExachkインスタンスを必要とするため、「クラスタ」を選択する必要があります。




	
ヒント:

常に、そのトポロジで使用可能な最高のシステム・タイプを選択します。ホストがクラスタの一部である場合は、「クラスタ」システム・タイプを選択します。ホストまたはクラスタがエンジニアド・システムの一部である場合は、適切なエンジニアド・システムのタイプを選択します。








	
システム・タイプを選択したら、「システム・ターゲット名」を選択します。検索アイコンをクリックして、リストからターゲット名を選択します。図2-4に示す例のように、Exadataデータベース・マシンのターゲット・タイプを選択した場合は、リスト内にすべての使用可能なターゲットが表示されます。


図2-4 ORAchk/Exachkプロビジョニング用のターゲット名の選択

[image: 図2-4については周囲のテキストで説明しています。]






	
注意:

このリストには、Enterprise Managerによってすでに検出されているターゲットのみが表示されます。








	
選択したシステム・タイプにクラスタがある場合は、Exachkを構成するクラスタを選択します。クラスタごとに1つのExachkインスタンスが必要です。「クラスタ」ドロップダウン・メニューからクラスタ名を選択します。


	
ホストの資格証明を設定します。検索アイコンをクリックして、図2-5に示すポップアップ・ウィンドウで、「優先」または「名前付き」のいずれかを選択します。


図2-5 ORAchk/Exachkプロビジョニング用の優先または名前付き資格証明の選択

[image: 図2-5については周囲のテキストで説明しています。]



ターゲットの資格証明が設定されていない場合は、図2-6に示すように、「新規」をクリックして情報を入力します。


図2-6 ORAchk/Exachkプロビジョニング用の新しい資格証明の設定

[image: 周囲のテキストは図2-6に関する説明です。]



	
「インストールの場所」には、orachkサブディレクトリが作成される場所(デフォルト)が移入されます。場所を変更するには、検索アイコンをクリックします。


	
デーモンのスケジュールを設定します。開始する日および時間を選択します。デフォルトでは、日曜の朝、午前2時にスケジュールが設定されます。




「次」をクリックして構成を開始します。プロビジョニング処理は、約5分かかります。


	
「構成」ページ(図2-7)で、次の構成情報を入力します。

	
一般構成: CRSのホーム・ディレクトリを確認します。ORAchk/Exachkウィザードにより、必要な情報がこのフィールドに事前に移入されます。


	
セル・クラスタ構成: クラスタのストレージ・セルのベスト・プラクティスを評価するか、またはストレージ・セルのチェックをスキップするかのオプションを選択します。

クラスタのストレージ・セルのベスト・プラクティスを評価するため、そのセルのルート・レベルの権限が必要です。すべてのストレージ・セルに対して同じルート・パスワードを使用するオプションを選択できます。そうしない場合は、ストレージ・セルごとにパスワードを入力します。


	
インフィニバンド構成: クラスタのインフィニバンド・スイッチのベスト・プラクティスを評価するか、またはインフィニバンド・スイッチのチェックをスキップするかのオプションを選択します。

クラスタのインフィニバンド・スイッチのベスト・プラクティスを評価するため、ルート・レベルの権限が必要です。すべてのインフィニバンド・スイッチに対して同じルート・パスワードを使用するオプションを選択できます。そうしない場合は、インフィニバンド・スイッチごとにパスワードを入力します。





図2-7 「構成」ページ

[image: 周囲のテキストで図2-7を説明しています。]



	
「送信」をクリックします。


	
「確認」ページで、Exachkの設定が開始されます。「ステータスの表示」をクリックすると、処理の続行中に設定の詳細が表示されます。


	
「終了」をクリックします。







	
注意:

ORAchkを設定するエンジニアド・システム・ターゲットごとにこの手順を繰り返します。
前述の手順は、エンジニアド・システムによって異なることがあります。問われる質問や詳細が異なります。














2.2 ORAchkバージョンの更新

ORAchkバージョンは、Enterprise Managerの自己更新機能によって使用可能になります。ORAchkプラグインを更新するには、次を実行します。

	
ORAchkデーモンの停止


	
エンティティの更新






2.2.1 ORAchkデーモンの停止

一度ORAchkがデーモンとして設定されると、必要に応じてそれを停止できます。

	
「エンタープライズ」メニューから「プロビジョニングとパッチ適用」を選択し、「プロシージャ・ライブラリ」を選択します。

「プロビジョニング」ページには、デプロイメント・プロシージャ・マネージャが表示されます。


	
図2-8に示すように、「プロビジョニング」ページで、「ORAchk/Exachkの管理」プロシージャを選択して「起動」をクリックします。


図2-8 ORAchk/Exachkの管理

[image: 周囲のテキストは図2-8に関する説明です。]



	
「ORAchkサービスの管理: サービス」ページでは、図2-9に示すように、ORAchkプラグインによってモニタリングされているすべてのターゲットのリストが表示されます。


図2-9 ORAchk/Exachkによってモニタリングされているターゲット

[image: 周囲のテキストは図2-9に関する説明です。]



この表には次の情報が表示されます。

	
ターゲット名: Enterprise Managerによって認識されるターゲット名。


	
システム・タイプ: プロビジョニング中に設定したシステム・タイプ(「ORAchkのプロビジョニング」を参照)。


	
バージョン: 特定のターゲットに対して実行中のORAchkプラグインのリリース・バージョン。


	
ステータス: プラグインの現在のモニタリング・ステータス。設定アクティビティの進行状況が追跡しやすいように、ステータス・フィールドに次のように表示されます。

プロビジョニング済 - ツール・ビットは、前述の場所にステージングされています。ただし、デーモン・プロセスを開始するための構成データはまだ用意されていません。

処理中 - デーモンの設定が進行中です。

収集の有効化 - システム・ターゲット(または、該当する場合はクラスタ・ターゲット)のOrachk/Exachk結果を収集するようにOMSが構成されました。プラットフォームの構成拡張機能を使用してOrachk/Exachk結果が収集されます。

開始 - 設定処理が完了しました。

停止中 - Orachkサービスは正常に停止されました。

終了状態は、「プロビジョニング済」、「開始」および「停止中」です。プロシージャ・アクティビティが失敗し、ステータスがこれらの終了状態でない場合は、「ORAchkプラグインのトラブルシューティング」を参照してリカバリします。


	
ホスト資格証明: プロビジョニング中に最後に使用されたターゲットのホスト資格証明。このユーザーには、ORAchkプラグインを停止する権限が必要です。


	
場所: ORAchkプラグインのディレクトリの場所。





	
ORAchkのモニタリングから除外するターゲットを選択して、「サービスの停止」をクリックします。ジョブの停止がEnterprise Managerに送信されます。


図2-10 ORAchkの停止

[image: 前後のテキストで図2-10について説明しています]



	
「ステータスの表示」をクリックして、図2-11に示すように、進行を確認します。「プロシージャ・ステップ」に、停止処理の各部分が表示されます。チェック・マークは、そのステップが完了したことを示しています。


図2-11 ジョブの停止のステータス

[image: 周囲のテキストは図2-11に関する説明です。]










2.2.2 エンティティの更新

次の3つのエンティティは、ORAchkの最新バージョンを使用して更新する必要があります。

	
診断ツールの更新

このエンティティは、次のように、ORAchkバイナリの更新に使用されます。

	
サポート・ツール・エンティティの使用可能な更新をダウンロードします。図2-12は、ORAchkエントリがどのように表示されるかの例を示しています。


図2-12 サポート・ツールの更新の例

[image: 周囲のテキストは図2-12に関する説明です。]



	
他の2つのエンティティの使用可能な更新をダウンロードします。これは、ORAchkバージョンに関連するすべての更新を間違いなく一緒に適用するためです。


	
更新を適用し、正しいバージョンが更新されていることをソフトウェア・ライブラリで検証します(図2-13)。


図2-13 ソフトウェア・ライブラリの例

[image: 図2-13については前後の文で説明しています。]






	
コンプライアンス・コンテンツ

すべての新規/変更済ORAchkコンプライアンス標準およびルールは、このエンティティを使用して出荷されます。

	
サポート・ツール・エンティティの使用可能な更新をダウンロードします。図2-14は、ORAchkエントリの表示を示しています。


図2-14 自己更新コンプライアンス・コンテンツの更新の例

[image: 図2-14については周囲のテキストで説明しています。]



	
これらの更新を適用します。





	
ORAchkメタデータ

このエンティティは、Enterprise ManagerターゲットのORAchkチェックのマッピングを保存するために使用されます。

	
使用可能な更新をダウンロードします。図2-15は、サンプルのエントリを示しています。


図2-15 自己更新ORAchkメタデータの更新の例

[image: 図2-15については周囲のテキストで説明しています。]



	
これらの更新を適用します







これらのエンティティを適用すると、以降のすべての設定で新しいORAchkが使用されます。古いインスタンスでは、古いバージョンのORAchkが継続して使用されます。








2.3 ORAchkバージョンのロールバック

<コンテンツを追加>












3 ORAchkプラグインの使用


この章では、コンプライアンス結果にアクセスする方法、ORAchkデーモンを停止する方法、および一般的なトラブルシューティング手順を含め、ORAchkプラグインを使用する方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
コンプライアンス結果の詳細へのアクセス


	
サポートされているすべてのシステム・タイプのコンプライアンス標準


	
自己更新


	
ORAchkプラグインのトラブルシューティング






3.1 コンプライアンス結果の詳細へのアクセス

コンプライアンス結果では、特定の標準に100%準拠しているターゲットやコンプライアンスに問題のあるターゲットを含め、すべてのターゲットのリストが表示されます。ORAchk結果はこのリストに含まれ、コンプライアンスに準拠していない可能性のあるエンジニアド・システム・ターゲットが表示されます。

ORAchk/Exachkのコンプライアンス結果には、次のようにしてアクセスできます。

	
エンタープライズ・メニューからのORAchk/Exachkコンプライアンス結果へのアクセス


	
ターゲットのホームページからのORAchk/Exachkコンプライアンス結果へのアクセス


	
コンプライアンス・ダッシュボードからのORAchk/Exachkコンプライアンス・フレームワーク詳細へのアクセス


	
オプション・ターゲットのコンプライアンス・コンテンツ






3.1.1 エンタープライズ・メニューからのORAchk/Exachkコンプライアンス結果へのアクセス

ORAchk/Exachkのコンプライアンス結果を表示するには:

	
「エンタープライズ」メニューから「コンプライアンス」を選択して、「結果」を選択します(図3-1)。


図3-1 コンプライアンス結果のメニュー

[image: 図3-1については周囲のテキストで説明しています。]



	
すべてのターゲットの評価結果が表示される「コンプライアンス結果」ページが表示されます(図3-2)。デフォルトでは、コンプライアンス標準の評価結果が表示されます。


図3-2 評価結果

[image: 図3-2については周囲のテキストで説明しています。]



	
結果をORAchkまたはExachkに制限するには、「検索」領域を展開し、「コンプライアンス標準」にORAchk%またはExachk%を入力して、「検索」をクリックします。ページが更新され、フィルタされたコンプライアンス標準が表示されます(図3-3)。


図3-3 ORAchkのコンプライアンス標準

[image: 図3-3については周囲のテキストで説明しています。]



	
標準の詳細を表示するには、「コンプライアンス標準」列内のリンクをクリックします(図3-4)。ナビゲーション・ツリーで、その標準のすべてのルールがリストされます。


図3-4 ターゲットごとの結果

[image: 図3-4については周囲のテキストで説明しています。]










3.1.2 ターゲットのホームページからのORAchk/Exachkコンプライアンス結果へのアクセス

ターゲットのホームページからORAchk/Exachkのコンプライアンス結果にアクセスするには:

	
ターゲットのメニューから「コンプライアンス」を選択し、「結果」を選択します。


図3-5 ターゲット・メニューのコンプライアンス結果

[image: 図3-5については周囲のテキストで説明しています。]



	
「コンプライアンス結果」ページには、ターゲットのすべてのORAchk/Exachk評価結果が表示されます(図3-6)。


図3-6 単一ターゲットのORAchk結果

[image: 図3-6については周囲のテキストで説明しています]



	
ターゲットに適用されている標準の詳細を表示するには、「コンプライアンス標準」列内のリンクをクリックします(図3-7)。ナビゲーション・ツリーで、その標準のすべてのルールがリストされます。


図3-7 ターゲットのコンプライアンス標準の詳細

[image: 図3-7については周囲のテキストで説明しています]










3.1.3 コンプライアンス・ダッシュボードからのORAchk/Exachkコンプライアンス・フレームワーク詳細へのアクセス

コンプライアンス・ダッシュボードからコンプライアンス・フレームワークの詳細へアクセスするには:

	
図3-8に示すように、「エンタープライズ」メニューから「コンプライアンス」、「ダッシュボード」の順に選択します。


図3-8 ダッシュボード・メニュー

[image: 図3-8については周囲のテキストで説明しています]



	
「コンプライアンス・ダッシュボード」ページで、図3-9で示すように、ドロップダウン・メニューからフレームワークを選択します(たとえば、「Oracle Exadata Database Machineに関するExachkのベスト・プラクティス」を選択)。


図3-9 フレームワークの選択

[image: 図3-9については周囲のテキストで説明しています]



	
「コンプライアンス・フレームワーク・サマリー」が、選択したフレームワークのコンポーネントのグラフ形式の概要として更新されます(図3-10)。これらのダイヤルは、スコアを含め、システムのコンポーネントの大まかな概要を示しています。


図3-10 フレームワークのダイヤル

[image: 図3-10については周囲のテキストで説明しています。]



	
ダイヤルをクリックすると、追加情報が表示されます(図3-11)。


図3-11 ダイヤルの詳細

[image: 図3-11については周囲のテキストで説明しています。]



	
「コンプライアンス・サマリー」セクションに、詳細をドリルダウンできる3つの領域があります。

	
「フレームワーク」に、選択したコンプライアンス・フレームワークが表示されます(図3-12)。


図3-12 コンプライアンス・サマリー: フレームワーク

[image: 図3-12については周囲のテキストで説明しています。]



	
「標準」に、ターゲットでモニタリングされているすべてのベスト・プラクティス標準が表示されます(図3-13)。


図3-13 コンプライアンス・サマリー: 標準

[image: 図3-13については周囲のテキストで説明しています。]



	
「ターゲット」に、ORAchk/Exachkによってモニタリングされているターゲットのコンプライアンス・スコアが表示されます(図3-14)。


図3-14 コンプライアンス・サマリー: ターゲット

[image: 図3-14については周囲のテキストで説明しています。]



このセクションに表示されるターゲット・タイプを追加するには、「>>」をクリックして、リストからターゲット・タイプを選択します(図3-15)。


図3-15 コンプライアンス・サマリー: ターゲット・タイプ

[image: 図3-15については周囲のテキストで説明しています。]













3.1.4 オプション・ターゲットのコンプライアンス・コンテンツ

ORAchkヘルス・チェック・プラグインでは、サポートされているすべてのターゲット・タイプのコンプライアンス・コンテンツが登録されます。ユーザーが、サポートされているターゲット・タイプのいくつかを受け持つオプションのプラグインをデプロイしていない場合は、そのタイプのコンプライアンス・コンテンツは登録されません。

たとえば、TimesTen Database for Exalytics System、Oracle ZFS Storage Appliance target for Exalogic Systemなどのターゲット・タイプで、そのプラグインを後でデプロイする場合は、後でコンプライアンス・コンテンツを自己更新からダウンロードして適用できます。




	
注意:

同じORAchkバージョンのコンプライアンス・コンテンツが、ソフトウェア・ライブラリで使用できるようにデプロイされている必要があります。














3.2 サポートされているすべてのシステム・タイプのコンプライアンス標準

次の各項では、サポートされているすべてのシステム・タイプのコンプライアンス標準をリストします。

	
Oracle Exadata Database Machineのコンプライアンス標準


	
Exalogic Elastic Cloudのコンプライアンス標準


	
Exalyticsシステムのコンプライアンス標準


	
クラスタのコンプライアンス標準


	
リカバリ・アプライアンスのコンプライアンス標準


	
ホストのコンプライアンス標準






3.2.1 Oracle Exadata Database Machineのコンプライアンス標準

	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachkクラスタのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachk Oracle高可用性サービスのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachkホストのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachkデータベース・インスタンスのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachk Oracle Exadata Storage Serverのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachk Oracleインフィニバンド・スイッチのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachkシステム・インフラストラクチャ・スイッチのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachkクラスタASMのベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachk自動ストレージ管理のベスト・プラクティス


	
Oracle Exadata Database Machineに関するExachkクラスタ・データベースのベスト・プラクティス









3.2.2 Exalogic Elastic Cloudのコンプライアンス標準

	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachkのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachkホストのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachk Oracleインフィニバンド・スイッチのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachkシステム・インフラストラクチャ・スイッチのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachk Oracle ZFS Storage Serverのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachk Oracle VMゲストのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachk Oracle VMサーバーのベスト・プラクティス


	
Exalogic Elastic Cloudに関するExachk Sun ZFS Storage 7000のベスト・プラクティス









3.2.3 Exalyticsシステムのコンプライアンス標準

	
Exalyticsシステムに関するExachkのベスト・プラクティス


	
Exalyticsシステムに関するExachkホストのベスト・プラクティス


	
Exalyticsシステムに関するExachk Oracle BIインスタンスのベスト・プラクティス


	
Exalyticsシステムに関するExachk TimesTen In Memory Database 11gのベスト・プラクティス









3.2.4 クラスタのコンプライアンス標準

	
クラスタに関するORAchkのベスト・プラクティス


	
クラスタに関するORAchk Oracle高可用性サービスのベスト・プラクティス


	
クラスタに関するORAchkホストのベスト・プラクティス


	
クラスタに関するORAchkデータベース・インスタンスのベスト・プラクティス


	
クラスタに関するORAchk自動ストレージ管理のベスト・プラクティス


	
クラスタに関するORAchkクラスタ・データベースのベスト・プラクティス









3.2.5 リカバリ・アプライアンスのコンプライアンス標準

	
リカバリ・アプライアンスに関するExachkクラスタのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachk Oracle高可用性サービスのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachkホストのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachkデータベース・インスタンスのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachk Oracle Exadata Storage Serverのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachk Oracleインフィニバンド・スイッチのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachkシステム・インフラストラクチャ・スイッチのベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachk自動ストレージ管理のベスト・プラクティス


	
リカバリ・アプライアンスに関するExachkクラスタ・データベースのベスト・プラクティス









3.2.6 ホストのコンプライアンス標準

	
ホストに関するORAchk Oracle高可用性サービスのベスト・プラクティス


	
ホストに関するORAchkのベスト・プラクティス


	
ホストに関するORAchkデータベース・インスタンスのベスト・プラクティス


	
ホストに関するORAchk自動ストレージ管理のベスト・プラクティス











3.3 自己更新

コンプライアンス標準の定期的な更新は、ORAchk/ExachkのリリースごとにEnterprise Manager Cloud Controlの自己更新機能を介して提供されます。ORAchk/Exachkのリリースごとに、次の自己更新ダウンロードを使用できます。

	
ORAchk/Exachk汎用コンプライアンス・コンテンツ


	
Exachk Exalogicコンプライアンス・コンテンツ


	
Exachk Exalogic仮想化コンプライアンス・コンテンツ


	
Exachk Exalogic Sun ZFSコンプライアンス・コンテンツ


	
Exachk Exalyticsコンプライアンス・コンテンツ


	
Exachk Exalytics TimesTenコンプライアンス・コンテンツ




すべての更新プログラムは、複数のダウンロードに編成されており、Enterprise Managerインスタンスに対する適用性に応じてその中からユーザーが選択できるようになっています。たとえば、Exalyticsターゲットを持っていないユーザーもあり、すべてのユーザーがExalyticsの更新プログラムを必要とするわけではありません。






3.4 ORAchkプラグインのトラブルシューティング

この項では、ORAchkプラグインで発生する、次のような一般的な問題について説明します。

	
特別な用途のコンプライアンス・ルール


	
ORAchk/Exachkプロシージャ・アクティビティのプロビジョニングの失敗






3.4.1 特別な用途のコンプライアンス・ルール

ORAchkプラグインで使用可能な次の2つのコンプライアンス・ルールは、システムで発生する可能性のある問題の一部をユーザーが自分で解決するのに役立ちます。

	
「ORAchkは構成されていますか」または「Exachkは構成されていますか」

このルールは、ユーザーがORAchk/Exachk用のコンプライアンス標準を直接ターゲットと関連付けているかを識別するのに役立ちます。ORAchk/Exachk標準は、「ORAchkのプロビジョニング」で説明されているデプロイメント手順を使用してのみ、関連付けることができます。


	
「Exachk収集は失効していますか」または「ORAchk収集は失効していますか」

このルールは、ORAchk/Exachkの結果が期待される日付(構成の頻度に基づく)よりも古い場合に違反となります。このコンプライアンス・ルールに違反するたびにインシデントが作成されます。









3.4.2 ORAchk/Exachkプロシージャ・アクティビティのプロビジョニングの失敗

問題: デプロイメント・プロシージャ・アクティビティは、ターゲット・システム内の環境の問題、またはユーザーの指定した不適切な情報のために失敗することがあります。

解決策: 状況に応じて、適切な是正アクションをとることができます。最初のアクションとして、失敗したステップからアクティビティを再試行するか、またはOrachkサービスの停止を使用して最初からプロビジョニング手順を開始することで、失敗した設定のリカバリを試みます。

後者を容易にするため、システムでは、そのインスタンスの状態に関係なくOrachkを停止することをユーザーに許しています。プロビジョニング・アクティビティ中の失敗したポイントに応じて、ステップが自動的にスキップされます。

さらに、複数の停止アクティビティを連続して送信できます。たとえば、ユーザーが「Orachkの停止」アクティビティに間違ったパスワードを指定し、3番目のステップでエラーが発生した場合、正しいパスワードを指定して別のアクティビティを送信できます。
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